
平成１５年度試験研究成果書

主業型農家の経営変遷から捉えた酪農経営支援方策区 分 指 導 題 名

要約］就農時の１０頭規模から、省力化と管理技術の高度化を図り５０頭規模の専業経営へ変［
革した。さらに、１００頭規模に進む経営体も見られる。現在の繋ぎ飼いに対する支援に加
え、フリーストール体系や法人化など新たな管理領域に対する支援が重要となる。

キーワード 主業型農家 経営発展過程 酪 農 企画経営情報部 農業経営研究室

１ 背景とねらい
本県農業を担う主業型農家の育成に資するため、県内の主業型農家の面接調査から経営発展過程を

分析するとともに経営者の意向を踏まえた支援策を示す。

２ 成果の内容
(1) 経営発展過程及び発展段階

図１に示した発展過程を、下図のとおり経営参画期から経営再編期まで４段階に整理し、各段
階の特徴的な課題や管理領域を示す。

経営発展段階 経営参画期（ ～） 経営発展期 ～ 追加投資（ ～） 経営再編期（ ～）S45 S55 H2 H12（ ）
主な外部環境 オイルショック 生乳計画生産 牛肉輸入自由化 家畜排せつ物法

乳価上昇，需給逼迫 負債問題 技術革新進展 発生BSE
細菌数差乳価 ＋乳成分差乳価 ＋体細胞数差乳価 円～83

（ﾌﾟｰﾙ乳価） 円 → 円 円 → 円 円 → 円48 100 99 91 89 83
１００頭，９ｔ
ﾌﾘｰｽﾄｰﾙ，ﾊﾟｰﾗｰ５０頭，８ｔ

二列延長，ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ ＴＭＲ給与，堆肥化施設３０頭,６ｔ
規模，乳量水準 繋ぎ二列，ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ ﾗｯﾌﾟ化給与設計 家族＋雇用＋ﾍﾙﾊﾟｰ１０頭，４ｔ ,
経営管理領域 繋ぎ一列，ﾊﾞｹｯﾄ 通年ｻｲﾚｰｼﾞ給与 家族＋ﾍﾙﾊﾟｰ（定着） 法人化（税理士）

青草給与 家族＋ﾍﾙﾊﾟｰ（始動） 青色申告(ﾊﾟｿｺﾝ利用)
家族 白色申告（収支） 新管理システムの習得
白色申告（標準） 高品質乳の高位生産 堆肥の散布、流通

高品質乳の安定生産 糞尿の堆肥化、散布 法人メリットの発現
経営内部課題 経営基盤の整備 計数管理の習得 労働過重

経営管理の高度化基本技術の習得
省力化

(2) 発展過程から捉えた具体的支援
発展過程及び経営者の意向を踏まえ、具体的な支援事項を示す。高度化が進む管理技術に対し

て関係機関の連携した支援が重要である。

経営管理項目 発展型 支援を要する具体的事項（ 課題の要点，支援内容・方法 ）

（ ， ） （ ， ）土地管理 ・農地集積 作業の効率化 組織的支援 ・公共牧場の拡充 受け入れ牛拡大 組織的支援ⅠⅡ,

生産・作業管理 ・ﾌﾘｰｽﾄｰﾙ・ﾊﾟｰﾗｰ体系（群管理ｼｽﾃﾑの円滑運営，ｼｽﾃﾑ運営指導） ・自動哺乳装置（哺乳省Ⅰ
力化，導入効果指導） ・搾乳ﾛﾎﾞｯﾄ体系（搾乳自動化，ｼｽﾃﾑ運営指導）

（ ， ） （ ， ）Ⅱ ・牛舎ﾘﾌｫｰﾑ 牛の快適性改善 改修指導 ・ﾕﾆｯﾄ自動搬送装置 １人搾乳体制 効果指導

・給与管理（個別･群別栄養設計，給与指導） ・搾乳管理（衛生的搾乳，搾乳指導） ・ﾃﾞﾝⅠⅡ,
（ ， ） （ ， ）ﾄｺｰﾝﾗｯﾌﾟ体系 労働拘束軽減 導入効果指導 ・ＴＭＲｾﾝﾀｰ 給餌作業省力 組織的支援

環境保全管理 ・堆肥処理（堆肥化･保管･投入技術，改善指導） ・堆肥流通（利用計画･耕畜連携･販売，ⅠⅡ,
組織的支援） ・排水（ﾊﾟｰﾗｰ水，設置指導） ・堆肥ｾﾝﾀｰ（効率運営，組織的支援）

組織・労務管理 ・法人化（意義確認，計画･運営指導） ・労務管理（勤労意欲保持，管理指導）Ⅰ

（ ， ） （ ， ）Ⅱ ・ﾍﾙﾊﾟｰ利用 定休拡大 組織的支援 ・家族経営協定 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ意識の啓蒙 締結指導

注）発展型Ⅰ：フリーストール体系へ移行する１００頭規模の経営体
発展型Ⅱ：繋ぎ飼いを継続する５０頭規模の経営体

特になし３ 成果活用上の留意事項
４ 成果の活用方法等

県内全域(1) 適用地帯又は対象者
関係機関において、酪農振興策の策定及び指導場面において参考とされる(2) 期待する活用効果

５ 当該事項に係る試験研究課題
（ ）「 」（ ， ）７００ 主業型農家の経営発展過程分析による育成支援方策の解明 Ｈ１３～Ｈ１５ 県単

６ 参考資料文献
岩手の畜産戦後５０年の歩み （社）岩手県畜産会，１９９８，



表１ 調査経営体の経営概要
市町村 経営形態 経営主年齢 労働力 経産牛頭数 飼料基盤面積 牛舎構造 市町村 経営形態 経営主年齢 労働力 経産牛頭数 飼料基盤面積 牛舎構造
ＫＵ 家族経営 ５０歳 ２人 ４０頭 １２ｈａ 繋ぎ飼い ＫＡ 家族経営 ５０歳 ２＋臨１人 ６２頭 ２６ｈａ 繋ぎ飼い
ＫＵ 有限会社(１戸) ５２歳 ３＋臨１人 １００頭 ２９ｈａ ﾌﾘｰｽﾄｰﾙ ＫＡ 農事組合法人 ５５歳 ３＋臨１人 １２０頭 ６５ｈａ ﾌﾘｰｽﾄｰﾙ

ＩＷ 有限会社(１戸) ５２歳 ３＋常２人 １４０頭 ３６ｈａ ﾌﾘｰｽﾄｰﾙ
図１ 事例から捉えた経営発展過程系統図

１９７０年（昭和４５年） １９８０年（昭和５５年） １９９０年（平成２年） ２００３年（平成１５年）
県平均 ２頭，３８００ ６頭，４４００ １０頭，６２００ ２５頭，６６００ （成牛頭数，総出荷乳量／経産牛頭数）, kg , kg , kg , kg
事例平均 １３頭，４１００ ４０頭，５９００ ５８頭，７７００ ９２頭，８ ６００ （ 同 上 ）, kg , kg , kg , kg

生乳販売額 ２６百万円 ２３百万円 ４０百万円 ６６百万円 （ 事例平均生産量×プール乳価 ).
経営再編期（再編○） ・新たな技術を取り入れながら発展。さらに、フリースⅠ

（追加基盤整備 ） トール体系の１００頭規模に変革□ ○○○
経営発展段階 経営発展期（基礎基盤整備 ） ・新たな技術を取り入れながら発展。概ね５０頭規模に◇ Ⅱ

経営参画期（就農 ） 達し、経営の質的向上を志向☆ □□□ ○○
☆ ☆ ◇◇◇ □

☆☆ ☆ ◇ ◇

飼料基盤 自作地 自作地拡大・全面転作 借地拡大 農地集積 ａ ・公共事業の利用と水田の全面転作。地縁、血縁を中心☆

に農地の連なり考慮し借地拡大 →農地集積☆ ☆(☆) ☆ ☆

公共牧場の利用（◇哺育・育成外部委託開始） ｂ ・労働過重、粗飼料不足の緩和。市町村、ＪＡとの機能
機能継続、受け入れ条件拡大◇ ◇◇◇ ◇ 分担定着 →

牛舎構造 繋ぎ単列（個体別管理） 繋ぎ２列 （作業動線の省力） ｃ ・１０頭規模の牛舎から、順次投資５０頭規模まで拡大☆

→牛の快適性を重視した牛舎リフォーム☆☆☆

フリーストール 群管理の導入 ｄ ・群管理施設の導入で、１００頭以上の管理へ →シス☆ ◇（ ）
テム設計の支援、自動哺乳装置◇ ◇◇

糞尿処理 一輪車（人力搬出） バンクリーナー＋スラリー＋自家圃場 堆肥舎＋自家＋耕種農家へ ｅ ・自家圃場を中心に散布→堆肥化の促進☆ □

◇ □バンクリーナー＋堆肥盤 ＋自家圃場
ｆ ・フリーストール化に併せ、攪拌移送式の堆肥処理施設☆☆ ◇

堆肥化施設＋堆肥舎＋自家＋耕種農家へ を設置、自家圃場以外への一部還元 →更なる堆肥の◇ ○ ○○
流通◇

搾乳方式 バケット 機器・人・乳の移動 パイプライン 機器・人の移動 レール・自動離脱 ｇ ・一貫して作業を軽減。近年、ミルカー運搬の軽労化と（ ） （ ）☆ □

離脱作業の省力機器を導入 キャリロボ☆☆ ☆ □ □ →
ミルキングパーラー◇ 自動離脱・牛の移動 ｈ ・パーラー室へ牛を追い込み。作業姿勢と搾乳効率向上☆ （ ）

システム設計支援、搾乳ロボット、パーラー排水◇ ◇◇ →

牧草 乾草貯蔵、各種サイロ スチール （大型化） ラップ （ワンマン化） ｉ ・ベールラッパの普及により、品質安定、労働拘束が軽☆ ◇

減。乾草調製は激減☆☆☆ ◇◇◇◇◇

デントコーン 各種サイロ スチール 大型化 スタック（簡易化） ｊ ・大型スチールサイロ、各種サイロ、スタックサイロな（ ）
ど多様な利用 →デントコーンのラップ体系□

大型バンカー （ センターと連携） ｋ ・共同作業で収穫。隣接するＴＭＲセンターへ運搬□ TMR

飼料給餌 一部青刈り給餌 通年サイレージ給餌 （個体別メニュー） ｌ ・泌乳ステージ・個体別給与（給与設計）☆

☆☆ ☆☆ ◇ ◇

ＴＭＲ 群別メニュー ｍ ・ＴＭＲにより、大規模管理と乳量増加を実現 群単☆ ◇（ ） →
位のレベルの給与（栄養濃度設計）□

ＴＭＲセンター（ＴＭＲ調製委託） →給餌車 ｎ ・ＴＭＲを農場内で受け、飼料混合や給餌時間を軽減□

労働力 家族（意思疎通） ｏ ・役割分担
酪農ヘルパー（作業指示）定 ，臨 ｐ ・臨時型から定休型へ。１回／月から２回／月利用へ☆ ★

→定期休暇の拡大、ヘルパー組織継続☆☆ ☆★★

雇用（モチベーション保持） 常， 臨 ｑ ・５０頭を超え雇用を導入、アルバイト雇用の段階◇ ◆

→雇用者の勤労意欲の保持◆ ◆◆◇

経営形態 家族経営 家族経営協定 （パートナーシップ） ｒ ・認識に個人差有り →意識の底上げと家族経営協定の◇

締結◇◇

法人化（ 他産業並の基礎的条件整備） ｓ ・新たな形態へ移行 →目的再確認、法人志向者支援、☆

労務管理指導☆ ☆☆

簿記記帳 白色 所得標準方式 白色 （記帳方式) 青色申告 （複式簿記） ｔ ・収支申告、パソコンを利用した複式記帳による青色申（ ） ☆ ◇

税務申告 告と変化 →実施農家が評価する簿記記帳指導の継続☆ ☆ ☆ ◇◇

法人申告 ｕ ・法人は、税理士に依頼 →データ分析と経営へのフィ☆ ○
ードバック○ ○○

注：図中の☆◇□○★は、経営体がそれぞれの項目について施設を導入、または実施した年を示す


